
 

 西南支部ニュースレター（５２号） 

2022年 11月 1日 

 

＜内 容＞ 

1. 2022年度支部例会開催のお知らせ 
2. 2022年度支部総会開催のお知らせ 
3. 2022年度支部役員 

 

 

１．2022年度支部例会開催のお知らせ 

2022年度支部例会として，沿岸海洋研究会および水産海洋学会と共催して，以下のとおり，九州沖縄

地区合同シンポジウムを開催します。 

 

2022年度 九州沖縄地区合同シンポジウム 

（日本海洋学会西南支部・日本海洋学会沿岸海洋研究会・水産海洋学会合同シンポジウム） 

 

「海洋学におけるデータサイエンス」 

 

共 催：日本海洋学会西南支部，日本海洋学会沿岸海洋研究会，水産海洋学会 

日 時：2022 年 12 月 8 日（木） 9：30～17：00 

開 催 方 法：現地開催 

開 催 場 所：鹿児島市郡元 1-21-40 鹿児島大学郡元キャンパス 稲盛会館 

コンビーナー：加古真一郎（鹿大院理工），中村啓彦（鹿大水） 

 

<プログラム> 

挨  拶：笠井亮秀（一般社団法人水産海洋学会副会長）    9:30 ～  9:35 

中野俊也（日本海洋学会西南支部長）    9:35 ～  9:40 

趣旨説明：加古真一郎（鹿大院理工）      9:40 ～  9:45 

 

【基調講演】 

座長：加古真一郎（鹿大院理工） 

1. AIと市民科学による海洋プラスチックごみ研究    9:45 ～10:25 

松岡大祐（JAMSTEC） 

2. データサイエンスの海洋・水産分野への応用    10:25 ～11:05 

～データサイエンスは良い漁場を見つけられるのか？～ 

飯山将晃（滋賀大データサイエンス） 



2 西南支部ニュースレター（52） 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 
【一般講演】 
座長：杉松宏一（水産機構技術研） 
3. 多様なステークホルダーが持つ研究ニーズ把握手法の検討   11:05 ～11:25 

渡慶次 力（福井県立大院生物） 

4. 漁業者向け海洋データの可視化及び実装    11:25 ～11:45 

小田謙太郎（株式会社メタシステム研究所，鹿大基盤センター）・ 

国府田 諭（株式会社メタシステム研究所）・ 

水上陽介（オーシャンソリューションテクノロジー株式会社） 

5. 水産ビッグデータの構築と衛星データ活用によるスマート水産の社会実装  11:45 ～12:05 

水上陽介（オーシャンソリューションテクノロジー株式会社）・ 

小田謙太郎（株式会社メタシステム研究所，鹿大基盤センター） 

 

休憩（日本海洋学会西南支部総会）    12:05 ～13:10 

 

座長：渡慶次 力（福井県立大院生物） 

6. 海洋観測ビックデータを生み出す Argo とデータ品質管理への適用  13:10 ～13:30 

細田滋毅（JAMSTEC） 

7. 八代海有害赤潮対策のための大型自動観測ブイ    13:30 ～13:50 

杉松宏一（水産機構技術研） 

8. 帰納的機械学習モデルによる全球気候区分    13:50 ～14:10 

島袋 琉（熊大院自然科学）・冨田智彦（熊大院先端科学）・福井健一（大阪大産業科学研） 

 

座長：渡邉俊輝（山口水研セ） 

9. 北部薩南海域の春期ブルームにおける動物プランクトンのエネルギー経路  14:10 ～14:30 

谷口綾音（鹿大水）・一宮睦雄・小森田智大（熊県大共生）・東 隆文・牧野文洋・ 

久米 元・小針 統（鹿大水） 

10. カツオ仔稚魚の成長および餌生物の海域間比較    14:30 ～14:50 

山口琴音・山田やよい（鹿大水）・木村克也・津田裕一（水産機構資源研）・ 

久米 元・小針 統（鹿大水） 

11. 薩南海域に来遊するブリ稚魚の餌料源    14:50 ～15:10 

中谷颯人（鹿大水）・一宮睦雄・小森田智大（熊県大共生）・東 隆文・牧野文洋・ 

小玉将史・久米 元・小針 統（鹿大水） 

 

休憩       15:10 ～15:20 

 

座長：中村啓彦（鹿大水） 

12. 九州南部海況予報モデルのデータ同化実験    15:20 ～15:40 

広瀬直毅・劉 天然（九大応力研） 

13. 物理生態系結合モデルを用いたケンサキイカ漁場予測の試み   15:40 ～16:00 

伊藤毅史（佐賀玄海セ）・高山勝巳（いであ株式会社）・広瀬直毅（九大応力研） 

14. ３次元海洋熱輸送のより正確な推定方法    16:00 ～16:20 

谷口勝平・広瀬直毅・劉 天然・大貫陽平（九大応力研） 

15. 同化モデルで再現された降水起源の低塩分プールとその挙動   16:20 ～16:40 

滝川哲太郎（長大院水環）・広瀬直毅（九大応力研）・立花義裕（三重大院生物資源）・ 

中村啓彦・仁科文子（鹿大水）共同観測チーム 

 

【総合討論】進行：加古真一郎（鹿大院理工），中村啓彦（鹿大水）  16:40 ～17:00 

 

閉会の言葉      17:00 
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【開催趣旨】 

持続可能な開発目標（SDGs）が 2015 年 9 月の国連サミットで掲げられ，この目標の達成に向けて多

くの研究が遂行されている．中でも特に，ビッグデータを活用したデータサイエンスの推進が期待され

ている．海洋研究においては，大量に蓄積されたデータを十分に活用しきれてはいないものの，着実に

研究成果は積み上げられている．本シンポジウムでは，九州・沖縄地方周辺での事例を中心に，データ

サイエンスに関連した研究事例を紹介する．ここでは，海洋・気象観測データ，人工衛星データ，現場

観測値をモデルシミュレーションに同化した再解析データなどを活用した海洋（物理・生物・化学）研

究や，漁業現場，海洋環境問題への応用研究など，多岐に渡る研究成果を紹介する．本シンポジウムを

通じて，ビッグデータを活用した分野横断的な連携研究が推進・強化されることを期待する． 

 

> 問い合わせ先： 

 鹿児島大学大学院理工学研究科 加古真一郎 

 電話：099-285-8473 E-mail：kako@oce.kagoshima-u.ac.jp 

 

２．2022年度支部総会開催のお知らせ 

以下の予定で 2022 年度の西南支部総会を開催いたしますので，参加くださいますようお願いいたし
ます。 

1．開催場所 鹿児島大学郡元キャンパス 稲盛会館 

2．開催日時 2022 年 12 月 8 日（木）12：15～13：00（合同シンポジウムの昼食時） 

3．報告 

1）2022年度事業報告 2）会計報告 3）その他 

4．議題 

1）2023年度支部役員 2）2023 年度事業計画 3）その他 

３．2022年度支部役員（支部長，副支部長，幹事） 

支部長：中野俊也（長崎海洋産業クラスター形成推進協議会 長崎海洋アカデミー，2022年 4 月～） 

副支部長：松野 健（九州大学） 

事務担当幹事：滝川哲太郎（長崎大学） 

水産海洋学会担当幹事：渡邉俊輝（山口県） 

沿岸海洋研究会幹事：磯辺篤彦（九州大学） 

令和 4 年度例会担当幹事：加古真一郎（鹿児島大学） 

 

 

後記 

昨年度までの 2 年間、新型コロナウイルス対策として、ハイブリッド（現地＋オンライン）開催を行

ってきました。コンビーナーの皆様のご苦労により、ご事情により現地に赴けないかたをオンラインで

参加させて頂きました。そして、今年のシンポジウムは鹿児島で完全現地開催の予定です。参加者全員

が現地で集まれるのは楽しみですね。テーマにある「データサイエンス」に携わっている皆さまも、や

はり、現地で直接議論することが好きなのかと思います。 

（事務局：滝川哲太郎） 
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本ニュースレターに関するご意見や投稿したい情報等がありましたら，下記へお知らせ下さい。 

 

日本海洋学会西南支部事務局 

長崎大学 大学院 水産・環境科学総合研究科（滝川哲太郎） 

〒852－8521長崎県長崎市文教町 1－14 

電話：095－819－2810 Fax：095－819－2799 

E-mail: tetu@nagasaki-u.ac.jp 

 

日本海洋学会西南支部ホームページ 

http://www.riam.kyushu-u.ac.jp/oed/swb/swb.html 

Web担当：上原克人（九州大学） 


